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平成 25 年度厚生労働科学研究費補助金 

（医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス総合研究事業） 

研究課題「セルフケア・セルフチェックを支援する医療提供体制と一般用医薬品の役割に関する研究」 

 

高知県で実施した薬局等における自己血圧測定等薬剤師による健康相談事業 

 

研究協力者 高知県薬剤師会 ・日本薬剤師会  藤原英憲 

 

研究要旨 

高知県薬剤師会では、平成 23 年より、薬と健康の週間（10 月 17 日～10 月 23 日）に合わせて、1

ヵ月間の期間（10月17日～11月16日）を設定し、県下全域会員薬局のうち事業賛同者の店舗内

で、来局者（生活者患者）に対し自己健康チェック測定と、それに併せて薬剤師による希望者への

健康相談事業を平成23年度から平成25年度まで継続して3年間実施した。薬局等・薬剤師が日

常の業務を通して、積極的に店頭で生活者に声をかけ、薬局等に整備している自己健康検査機

器を活用し生活者自らに血圧や体脂肪測定をしていただき、WHO の発表している正常範囲を超

えている場合には必要に応じて受診勧奨を行うことを行う事業とした。この事業はあらかじめ高知

県医師会と協議した上、薬局が地域の医療提供施設として、また薬剤師が医療の担い手として地

域保健に貢献できることを示すための事業として実施した。 

 

A． 研究目的 

●地域住民にとって、地域の薬局等がフリー

にアクセス出来る「街の身近な健康相談窓口」

として、また健康情報の発信基地として、住民

の生活習慣病など、疾病の予防や、疾病の早

期治療などの意識を向上させることや、薬局・

薬剤師が必要に応じて特定健診やかかりつけ

医への受診に結びつけることで地域住民に薬

局を気軽に活用していただくようにすること。 

●会員薬局等・薬剤師がこの事業を通して積

極的な健康相談と、必要な方への適切な受診

勧奨等を通じて、薬局が地域の医療提供施設

であること、薬剤師の医療の担い手としての業

務を再認識してもらうこと 

●地域医師等の多職種の医療提供者との連

携を進め、医療従事者に薬局の機能、薬剤師

の本来の役割りを理解していただくことで、薬

局が多職種連携の一環となりうることを分かっ

ていただけるきっかけをつくる目的のための事

業である。 

                                  

B． 研究方法 

 高知県薬剤師会薬局・薬剤師に対して薬局

はフリーアクセスの「街の身近な健康相談窓口」

の役割を果たす一環としての事業の主旨を伝

え、医薬品、サプリメント等の物品販売促進を

目的とするものではないことを認識していただ

いた上で、参加施設は、血圧計、体脂肪計の

一つ以上を備え、来店する患者さんや生活者

が自己測定できる環境をつくり、積極的に声か

けをして県民の健康啓発に当たることとし参加

意向等のアンケートを行った。（表１） 

参加施設は、自己測定を行った患者さんの希

望に応じて健康相談等を行い、必要と判断し
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表 1 参加意向アンケート用紙
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県民への周知方法については一般県民向け

月17日 高知新聞

                     図 1
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検査の標準値

この事業の薬剤師会としての

県民への周知方法については一般県民向け

高知新聞

朝刊（図

薬局一覧に血圧、体脂肪測定可能マークを入

れ実施施設の周知を行った（図

1 新聞広告

                                       

検査の標準値 
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C.研究結果

実施地域

平成

参加施設数

156 施設

血圧計設置

152 施設

体脂肪計設置

85 施設

支部別参加状況

（安芸支部）

7 施設

（香長土支部）

21 施設

（高吾支部）

 

 

             

研究結果 

実施地域  高知県全域

平成 23 年度 平成

参加施設数：（県総施設

施設     

血圧計設置   

施設     

体脂肪計設置   

施設     

支部別参加状況

（安芸支部） 

施設   0 15

（香長土支部） 

施設 0   24

（高吾支部）    

             図 2 参加施設店頭掲示ポスター

高知県全域 

平成 24 年度 

：（県総施設 330

    185 施設    

    

    181 施設    

    

    102 施設    

支部別参加状況 

15 施設     

24 施設    

 

参加施設店頭掲示ポスター

 平成 25 年度

330～340 施設）

    201 施設

    196 施設

    102 施設

     19 施設 

    27 施設 
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参加施設店頭掲示ポスター

年度 

施設）   

施設 

施設 

施設 

 

16 施設

（高知市支部）

74 施設

（高陵支部）

17 施設

（幡多支部）

20 施設

 

以上のように年ごとにこの事業への薬局等の

参加は当初県下全体施設数のうち

たものが

にあった。一方、表

数、体脂肪測定者数、健康相談者数、受診勧

奨数の報告数がいずれも

かけては大きく増加したものの

報告数が減少していた。
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にあった。一方、表
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かけては大きく増加したものの
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参加は当初県下全体施設数のうち

年目には 60%ほどとなり、増加傾向

にあった。一方、表 3 に示すように

数、体脂肪測定者数、健康相談者数、受診勧

奨数の報告数がいずれも 1年目から

かけては大きく増加したものの

報告数が減少していた。
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D．考察

 今回の結果から初年度から

事業への参加薬局数から毎年増加傾向にあり、

薬局等が「身近な健康相談窓口」となることに

対して意識が高まっていることが明らかとなっ

た。事業内容が薬局等において住民の健康

づくりに貢献できる比較的簡易な方法でもあり、

経費や生活者の測定の観点の安全面などか

らも特に問題があるものではないことから高知

県医師会の一定の理解も得られ、高知県下と

いう広範囲での事業として実施が出来た。全

国の薬局においても日常の業務の中で、薬剤

師の積極的な声掛けや意識があれば普及で

きる事業と考えられる。課題

受診勧奨は行っているものの実際はどれくら

いの生活者が受診や特定健診にかかったか

の結果の報告や受診勧奨した店舗への処方

箋持参や生活者からの報告また、医師からの

診療情報提供書（図

はないもののかなり少ないように思われる。こ

のことは事業への参加はしているものの薬剤

師等から生活者への声掛けなどの積極的な行
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きる事業と考えられる。課題としては薬剤師が

受診勧奨は行っているものの実際はどれくら

いの生活者が受診や特定健診にかかったか

の結果の報告や受診勧奨した店舗への処方
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師の積極的な声掛けや意識があれば普及で

としては薬剤師が
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いの生活者が受診や特定健診にかかったか

の結果の報告や受診勧奨した店舗への処方

箋持参や生活者からの報告また、医師からの

）での報告などが皆無で

はないもののかなり少ないように思われる。こ

のことは事業への参加はしているものの薬剤

師等から生活者への声掛けなどの積極的な行

48 

年度測定実施者数および健康相談者数

年間の間、この

事業への参加薬局数から毎年増加傾向にあり、

薬局等が「身近な健康相談窓口」となることに

対して意識が高まっていることが明らかとなっ

た。事業内容が薬局等において住民の健康

づくりに貢献できる比較的簡易な方法でもあり、

経費や生活者の測定の観点の安全面などか

らも特に問題があるものではないことから高知

県医師会の一定の理解も得られ、高知県下と

いう広範囲での事業として実施が出来た。全

国の薬局においても日常の業務の中で、薬剤

師の積極的な声掛けや意識があれば普及で

としては薬剤師が

受診勧奨は行っているものの実際はどれくら

いの生活者が受診や特定健診にかかったか

の結果の報告や受診勧奨した店舗への処方

箋持参や生活者からの報告また、医師からの

）での報告などが皆無で

はないもののかなり少ないように思われる。こ

のことは事業への参加はしているものの薬剤

師等から生活者への声掛けなどの積極的な行

動が低下していること、または報告書提出が低

下しているのかいずれか不明ではあるがこの

事業へのモチベーションが下がってきていると

思われ、今後の課題として考えなければならな

いと思う。

の繋ぎがどれくらいできて、疾病の早期治療に

結びつけたかの評価が出来るものにすべき

ある。また、この事業を進展させ、薬局の店頭

や在宅医療支援においても、生活者の自己採
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F．健康危険情報 

なし 

 

G．研究発表 

1．論文発表 

なし 

2．学会発表 

なし 

 

H．知的財産権の出願・登録状況 

1．特許取得 

なし 

2．実用新案登録 

なし 
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